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第 1 章では， α ーアルコキシケトンの還元において，スズヒドリドに配位性添加物を加える手法，およびスズヒド
リドに直接塩素配位子を導入する手法により， シンおよびアンチ選択的にカルボニル基を還元する立体制御が可能に
なることを述べている。




なエポキシ基の還元が可能なヨウ化スズヒドリド錯体の合成について述べている O また， ヨウ化スズヒドリド錯体を
用いると，エポキシ基の開環が位置選択的に起こることを明らかにしている o
第 4 章では，イミンのヒドロスタニル化を最も効率よく進行させる高配位塩化スズヒドリドに関するスペクトル的
な研究について述べている O さらに， ヒドロスタニル化により生成するスズアミドと有機ハロゲン化物との直接反応
により，各種非対称第三級アミンの合成が可能となることを示しているo
第 5 章では， ヨウ化スズヒドリド種を用いることにより，共存するアルデヒドを特別に保護することなく選択的に




















(5)還元を受け易いアルデヒド共存下での， ヨウ化スズヒドリド種による不飽和ケトンの選択的なし 4- ヒドロスタ
ニル化を達成することにより，簡便なシン選択的アルドール合成が実現できることを明らかにしている。
以上のように本論文は，高配位化や置換基導入という化学修飾によりスズ化合物の構造や性質が大きく変化するこ
とを解明し，構造設計に基づ、いたスズ化合物の反応性および選択性の制御手法を確立したものである。本研究の成果
は，有機典型金属化合物の基本的性質の制御を可能としたものであり，広範な他の金属種への波及効果も期待される
など，有機金属化学および、有機合成化学の発展に寄与するところが大きし」よって本論文は博士論文として価値ある
ものとる忍める。
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